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【
底
本
】 

名
称
：『
天
竜
峡
風
景
利
用
策
』 

著
者
：
本
多
静
六
・
森
脇
龍
雄
著 

刊
行
：
昭
和
三
年
五
月
伊
那
電
気
鉄
道
株
式
会
社
発
行 

項
数
：
二
十
一
項 

所
蔵
：
東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科
森
林
風
致
計
画
学
研
究
室 

 【
作
業
方
針
】 

見
出
し
と
全
文
を
作
成
し
た
。
見
出
し
は
全
文
か
ら
抽
出
し
た
。
書
字
方
向
は
、
原
文
の
と
お

り
縦
書
き
と
し
た
。
一
行
あ
た
り
の
文
字
数
は
、
本
稿
の
様
式
に
適
合
さ
せ
改
変
し
た
。
字
体

は
、
現
代
の
常
用
漢
字
体
に
統
一
し
た
。
踊
り
字
に
つ
い
て
は
、
現
代
語
に
組
み
直
し
た
。
現
代

的
な
読
み
易
さ
を
加
味
の
上
、
語
尾
を
簡
素
な
表
現
に
改
め
る
こ
と
、
長
文
に
句
読
点
を
付
加

す
る
こ
と
、
な
ど
修
正
を
施
し
た
。
明
ら
か
な
誤
植
は
正
当
な
表
現
に
訂
正
し
た
。
な
お
、
難
読

な
漢
字
に
は
、
角
括
弧
［ 

］
を
附
し
て
読
み
仮
名
を
示
し
た
。 

 【
見
出
し
】 

緒
言 

世
界
文
化
に
大
勢
ご
風
景
の
利
用 

第
一 

天
龍
峡
風
景
探
勝
法 

一
、
溪
谷
の
中
よ
り
両
岸
の
風
景
を
観
賞
す
る
利
用
法 

二
、
両
岸
よ
り
溪
谷
の
美
を
観
賞
す
る
利
用
法 

（
イ
） 

渓
谷
に
沿
っ
た
峰
通
り
の
道  

（
ロ
）
渓
沿
い
の
探
勝
道
路 

第
二 

局
部
の
施
設
そ
の
他
注
意
事
項 

一
、
天
然
植
物
園 

二
、
天
然
式
鹿
園 

三
、
パ
ノ
ラ
マ
台 

四
、
道 

五
、
植
樹
帯 

六
、
御
富
士
山
の
赤
松
及
び
雑
木
の
林 

七
、
龍
角
峰 

八
、
今
村
公
園 

九
、
龍
東
線
県
道 

十
、
渓
谷
の
風
景
助
長
策 

十
一
、
釣
遊
び 

十
二
、
指
導
標 

十
三
、
休
息
所 

十
四
、
便
所 

十
五
、
案
内
図 

（
資
料
） 

本
多
静
六
・
森
脇
龍
雄
著
『
天
竜
峡
風
景
利
用
策
』（
昭
和
三
年
五
月
伊
那
電
気
鉄
道
株
式
会
社
発
行
）
の
現
代
語
訳 
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十
六
、
天
龍
峡
名
物 

付 

老
樹
名
木
に
つ
い
て 

 
【
全
文
】 

緒
言 
世
界
文
化
の
大
勢
ご
風
景
の
利
用 

近
年
吾
国
の
各
都
市
を
初
め
各
地
方
に
於
い
て
、
各
種
の
運
動
競
技
熱
勃
興
し
、
一
般
體
育

の
旺
盛
に
な
っ
た
と
共
に
国
民
の
衛
生
保
健
問
題
喧
し
く
、
延
べ
て
都
市
公
園
、
市
外
公
園
、
森

林
公
園
、
国
立
公
園
の
主
張
と
な
り
一
方
に
は
林
間
学
校
、
林
間
野
営
、
登
山
、
風
景
地
探
勝
、

其
他
一
般
野
外
生
活
の
流
行
と
な
り
、
山
林
、
高
原
地
、
其
他
風
景
地
の
利
用
が
著
し
く
進
ん
で

来
た
。
こ
の
事
は
平
素
私
共
が
主
張
す
る
健
康
第
一
主
義
の
立
場
か
ら
見
て
、
非
常
に
喜
ば
し

く
感
ず
る
次
第
で
あ
る
。 

抑
も
、
私
共
が
特
に
健
康
第
一
主
義
を
主
張
す
る
に
至
っ
た
所
以
は
、
今
日
世
界
文
化
の
大

勢
が
獨
立
自
強
を
重
ん
ず
る
に
至
っ
た
為
で
あ
る
。
獨
立
自
強
と
は
、
何
事
も
他
人
に
頼
ら
ず
、

自
分
で
自
分
を
始
末
し
て
生
き
て
行
く
事
で
あ
る
。
平
素
多
数
の
人
を
使
役
し
、
他
人
の
力
に

頼
っ
て
生
き
て
い
た
人
、
怠
惰
な
人
、
或
は
病
弱
な
人
は
、
い
ざ
と
云
う
時
に
非
常
な
苦
痛
を
感

ず
る
。
彼
の
世
界
大
戰
、
近
く
は
関
東
大
震
災
が
良
い
教
訓
で
あ
る
又
他
方
に
は
、
教
育
の
普
及

に
よ
り
、
各
人
が
同
等
の
人
間
で
あ
る
と
云
う
事
を
自
覚
せ
る
結
果
、
人
を
使
雇
し
難
く
な
り
、

更
に
一
方
今
日
の
民
衆
政
治
は
労
働
者
階
級
の
生
活
を
高
め
て
、
資
本
家
階
級
の
生
活
に
近
か

ら
し
め
ん
と
す
る
に
あ
る
を
以
て
、
総
し
て
の
政
策
は
、
労
働
者
の
賃
銀
を
高
め
、
容
易
に
他
人

を
使
役
し
能
わ
ざ
る
に
至
り
し
事
や
、
將
又
民
衆
政
治
、
特
に
普
通
選
挙
に
よ
り
代
議
政
治
に

於
い
て
は
、
勢
い
多
数
な
る
労
働
者
階
級
に
有
利
に
し
て
資
本
家
階
級
に
不
利
な
る
政
治
と
な

り
、
特
に
今
日
思
想
界
を
風
靡
せ
る
所
謂
社
会
政
策
な
る
も
の
は
、
不
労
所
得
を
忌
み
、
勤
労
所

得
を
謳
歌
す
る
結
果
、
従
来
の
如
く
大
地
主
や
大
金
持
が
不
労
所
得
の
み
に
て
生
活
す
る
事
は

漸
く
困
難
と
な
る
に
至
っ
た
。
吾
国
に
於
け
る
小
作
問
題
や
工
場
の
ス
ト
ラ
イ
キ
な
ど
も
、
已

に
此
大
勢
に
支
配
せ
ら
る
る
一
現
象
な
れ
ば
、
今
後
は
男
女
貴
賤
の
別
な
く
、
大
地
主
で
も
大

金
持
で
も
学
者
で
も
貴
婦
人
令
嬢
で
も
、
或
は
筋
肉
的
に
或
は
精
神
的
に
、
各
々
自
ら
相
当
に

勤
労
す
る
の
必
要
を
感
ず
る
に
至
り
し
事
等
、
各
種
の
要
素
が
綜
合
し
て
、
愈
々
各
人
の
獨
立

自
強
の
必
要
を
自
覚
せ
し
む
る
に
至
っ
た
。
然
る
に
其
獨
立
自
強
に
は
身
體
が
丈
夫
で
な
け
れ

ば
出
来
な
い
故
、
其
必
然
の
結
果
と
し
て
健
康
第
一
主
義
と
な
り
、
富
よ
り
も
名
誉
よ
り
も
学

芸
よ
り
も
何
も
の
よ
り
も
、
各
人
の
健
康
を
第
一
義
に
置
き
、
そ
の
健
康
の
為
に
は
総
う
る
犠

牲
を
辞
せ
ざ
る
に
至
っ
た
。
隨
て
私
共
は
云
う
、
今
日
の
文
化
生
活
は
獨
立
自
強
延
べ
て
健
康

第
一
主
義
な
り
と
。 

而
し
て
健
康
第
一
主
義
を
實
現
せ
ん
に
は
、
病
気
を
治
す
医
術
よ
り
は
病
気
に
罹
ら
ぬ
工
夫

を
必
要
と
し
、
其
病
気
に
罹
ら
ぬ
為
に
は
、
不
断
新
鮮
な
る
空
気
を
呼
吸
し
、
十
分
日
光
に
浴

し
、
新
し
い
食
物
を
甘
く
食
う
と
云
う
三
點
よ
り
外
に
な
い
事
が
理
解
さ
る
る
に
至
っ
た
。
之

が
為
に
、
各
人
は
進
ん
で
野
外
生
活
、
遥
動
競
技
等
に
心
を
向
け
る
様
に
な
っ
た
。
又
各
地
の
風

景
地
は
、
交
通
機
関
の
発
達
と
相
俟
っ
て
、
民
衆
の
保
健
、
休
養
、
享
樂
の
為
に
利
用
せ
ら
る
る

に
至
っ
た
。 

而
し
て
天
然
の
山
水
風
景
は
、
實
に
其
地
方
に
天
が
與
へ
た
一
大
芸
術
品
で
あ
っ
て
、
到
底

金
力
や
人
工
で
は
創
造
す
る
事
が
出
来
な
い
。
唯
獨
り
造
物
主
の
み
が
よ
く
す
る
と
こ
ろ
の
も

の
で
あ
る
。 

彼
の
一
般
美
術
品
の
如
き
は
、
天
才
的
芸
術
家
に
は
如
何
樣
に
も
作
出
し
得
ら
る
る
も
、
此

天
然
の
山
水
風
景
に
至
っ
て
は
、
到
底
人
工
で
は
作
り
出
さ
る
る
も
の
で
は
な
い
。
加
之
、
人
種

の
相
異
、
貴
賤
貧
富
の
別
な
く
、
等
し
く
之
を
享
樂
し
得
る
と
云
う
に
至
っ
て
は
、
幾
多
の
美
術

品
中
、
恐
ら
く
之
に
過
ぐ
る
も
の
は
な
い
。
隨
て
天
然
の
山
水
風
景
を
稱
し
て
、
眞
に
貴
重
な

る
、
最
も
偉
大
な
る
、
世
界
的
大
美
術
品
な
り
と
云
う
ら
敢
え
て
過
言
で
は
な
い
。
殊
に
今
日
の

学
術
上
よ
り
見
て
も
、
天
然
の
山
水
風
景
は
天
が
其
国
に
与
へ
た
宝
で
あ
る
。
否
、
世
界
人
類
の

至
寶
な
る
故
、
一
個
人
が
之
を
占
有
し
、
或
は
之
を
破
壊
す
べ
き
も
の
で
は
断
じ
て
な
い
。
何
処

迄
も
之
が
保
存
開
発
に
努
め
、
廣
く
世
界
に
紹
介
し
、
以
て
世
界
人
類
が
舉
っ
て
、
之
を
楽
し
み

得
る
標
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
之
は
今
日
の
吾
々
の
な
す
べ
き
義
務
で
あ
る
。 

故
に
、
か
か
る
優
れ
た
る
山
水
風
景
を
有
す
る
地
方
の
人
々
は
、
特
に
此
天
與
の
恩
恵
に
感

謝
す
る
と
共
に
、
人
類
の
義
務
と
し
て
、
進
ん
で
廣
く
之
を
世
に
開
放
紹
介
す
る
の
途
を
講
じ
、

他
方
に
は
之
を
破
壊
す
る
事
な
き
榛
保
存
維
持
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。 

元
来
、
天
然
の
山
水
美
は
、
如
何
に
鑑
賞
す
る
も
決
し
て
消
耗
す
る
も
の
に
非
ざ
る
故
、
成
る

べ
く
廣
く
、
成
る
べ
く
多
数
の
人
に
賞
翫
せ
し
む
る
が
よ
い
。
勿
論
、
美
を
說
く
る
の
は
利
を
論

せ
ざ
る
も
、
而
る
天
然
の
山
水
風
景
は
、
巧
に
之
を
利
用
活
用
す
る
に
於
い
て
は
、
確
か
に
巨
大

な
生
産
資
本
と
同
様
の
働
き
を
な
す
る
の
で
、
恰
も
幾
百
千
萬
圓
を
積
ん
だ
資
本
の
如
く
に
其

地
方
を
利
す
る
も
の
で
あ
る
。 
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そ
れ
故
、
欧
米
各
国
に
於
い
て
は
、
常
に
到
る
處
の
山
水
風
景
の
開
発
利
用
に
努
め
、
世
人
の

遊
覧
に
適
す
る
樣
各
種
の
設
備
を
施
し
、
且
こ
れ
を
廣
く
世
に
紹
介
廣
告
し
、
当
に
共
地
方
の

誘
と
す
る
の
み
な
ら
ず
、
多
数
の
遊
覧
客
を
吸
収
す
る
事
に
よ
り
、
間
接
に
大
な
る
利
益
を
収

め
て
い
る
の
で
あ
る
。 

日
本
と
同
樣
の
国
情
を
有
す
る
伊
太
利
に
於
い
て
は
、
共
外
来
觀
光
客
に
依
っ
て
、
年
々
莫

大
の
収
益
を
挙
げ
て
い
る
が
、
更
に
驚
く
べ
き
は
彼
の
端
西
で
、
同
国
は
元
来
、
ア
ル
プ
ス
山
中

に
位
す
る
吾
四
国
大
の
一
小
国
で
、
氣
候
寒
冷
な
る
爲
、
従
来
共
生
産
物
極
め
て
少
な
く
、
主
と

し
て
牧
畜
と
林
業
と
に
よ
り
よ
う
や
く
生
計
を
営
み
来
り
し
も
、
今
よ
り
三
十
四
年
来
、
巧
に

其
明
媚
な
る
山
水
風
景
を
利
用
し
、
山
村
水
郭
、
到
る
處
に
遊
園
地
や
避
暑
地
の
設
備
を
な
し
、

盛
ん
に
外
来
の
旅
客
を
招
致
し
、
爲
に
近
年
は
一
箇
年
の
来
遊
客
賓
に
數
百
萬
の
多
さ
に
及
び
、

そ
の
結
果
年
々
数
億
万
円
の
収
入
挙
ぐ
る
に
至
り
、
今
日
で
は
歐
洲
中
富
谷
國
の
一
と
し
て
数

え
ら
る
る
に
至
っ
た
。
質
に
今
日
に
於
い
て
は
、
瑞
西
の
風
光
を
知
ら
ざ
る
者
は
、
殆
ん
ど
交
際

場
裡
に
立
た
れ
ざ
る
の
奇
現
象
を
呈
す
る
に
至
り
し
程
、
端
西
は
風
景
上
の
権
威
者
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。 

此
等
は
僅
か
一
例
に
過
ぎ
ざ
る
も
、
其
他
亞
米
利
加
、
加
奈
陀
、
獨
逸
、
墺
太
利
、
佛
蘭
西
、

西
班
牙
、
英
吉
利
等
の
各
国
が
、
国
內
の
天
然
山
水
風
景
に
富
ん
だ
地
方
に
は
、
何
處
で
も
交
通

施
設
、
公
園
的
設
備
を
施
し
、
同
時
に
立
派
な
ホ
テ
ル
其
他
の
宿
泊
設
備
を
整
へ
、
天
然
の
山
水

風
景
を
活
用
す
る
事
に
努
め
て
い
る
。 

由
来
、
欧
米
文
明
諸
国
に
あ
っ
て
は
、
自
己
の
職
業
に
對
す
る
平
常
の
活
動
と
、
時
折
の
旅
行

と
は
、
紙
の
表
裏
の
如
く
離
れ
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
に
な
っ
て
お
り
、
宛
も
貯
蓄
は
、
即
ち
旅
行

の
前
提
た
る
の
風
潮
が
あ
っ
て
、
労
働
の
後
に
は
必
ず
旅
行
し
、
自
然
の
大
風
光
に
接
し
て
思

を
や
り
、
来
る
べ
き
活
動
に
對
す
る
潜
勢
力
養
う
を
常
と
し
て
ゐ
る
。
實
に
一
つ
の
美
風
で
あ

っ
て
羨
望
の
至
り
と
云
う
べ
き
で
あ
る
。 

最
近
に
至
り
、
吾
国
に
・
漸
次
景
勝
地
の
利
用
策
が
講
ぜ
ら
る
る
に
至
っ
た
事
は
、
寧
ろ
当
然

の
趨
勢
と
は
云
へ
喜
ば
し
き
現
象
で
、
殊
に
此
度
伊
那
電
氣
鐵
道
株
式
会
社
並
に
当
地
保
勝
会

が
天
龍
峡
風
景
利
用
策
を
講
じ
、
天
下
、
奇
勝
天
龍
峡
を
廣
く
世
に
紹
介
せ
ん
と
せ
ら
る
る
に

至
っ
た
の
は
、
實
に
時
宜
に
適
し
た
好
箇
の
企
画
で
あ
っ
て
、
深
く
敬
服
す
る
次
第
で
あ
る
。 

只
本
調
査
に
際
し
、
僅
か
一
日
間
の
調
査
で
未
熟
の
吾
々
に
は
到
底
完
き
案
の
立
て
難
し
き

を
恐
る
る
も
の
な
る
が
幸
に
伊
那
電
氣
鐵
道
株
式
会
社
の
伊
原
氏
、
生
垣
氏
、
其
他
当
地
有
志

の
方
々
の
懇
切
な
る
御
案
内
と
御
意
見
に
依
り
、
又
嘗
て
天
龍
峡
を
調
査
せ
ら
れ
た
る
高
遠
出

身
漆
山
雅
喜
氏
の
意
見
を
も
参
考
し
て
、
茲
に
大
體
の
案
を
得
た
る
光
栄
を
感
謝
す
る
次
第
で

あ
る
。 

第
一 

天
龍
峡
風
景
探
勝
法 

本
天
龍
峡
の
奇
勝
は
、
夙
に
人
口
に
膾
炙
し
、
北
名
天
下
に
普
し
。
そ
の
名
の
起
り
は
、
弘
化

四
年
、
坂
谷
朗
・
翁
の
天
龍
峡
記
に
初
ま
る
と
云
う
。
本
天
龍
峡
は
實
に
花
崗
石
の
現
は
し
得
る

べ
き
奇
勝
の
極
致
で
あ
っ
て
、
奇
峰
怪
岩
、
絶
壁
、
巨
石
、
或
は
懸
湍
、
碧
淵
、
其
神
斧
の
妙
工

怪
し
き
迄
に
冴
え
わ
た
り
、
之
に
接
す
る
も
の
、
神
韻
の
お
の
ず
か
ら
身
に
迫
る
を
覚
え
る
。
加

う
る
に
菊
爵
と
し
て
両
岸
に
繁
茂
せ
る
森
林
は
、
清
冽
玉
の
如
き
流
水
と
相
俟
っ
て
、
盆
々
神

秘
境
の
威
を
深
か
ら
し
む
る
も
の
で
、
千
言
万
語
到
底
其
眞
を
得
る
べ
く
も
な
い
。
外
人
の
之

を
賞
し
て
、
ラ
イ
ン
、
ダ
ニ
ユ
ー
ブ
に
も
勝
る
と
云
う
も
敢
え
て
一
片
の
お
世
辞
で
は
な
い
。 

か
く
の
如
く
天
然
既
に
卓
絶
せ
る
景
勝
地
に
あ
っ
て
は
、
徒
ら
な
る
人
工
的
加
工
は
不
要
、

否
禁
物
で
あ
る
。
只
こ
の
自
然
の
一
大
芸
術
品
を
納
め
た
る
賽
の
鍵
を
輿
へ
、
以
て
一
般
民
衆

に
天
龍
峡
溪
谷
美
の
眞
價
を
知
ら
し
む
る
事
が
最
も
肝
要
で
あ
る
。
之
に
は
二
つ
の
鍵
が
あ
る
。

溪
谷
の
中
よ
り
両
岸
の
風
景
を
観
賞
す
る
利
用
法
と
両
岸
よ
り
溪
谷
の
美
を
観
賞
す
る
利
用
法

と
が
之
で
あ
る
。 

一
、
溪
谷
の
中
よ
り
両
岸
の
風
景
を
観
賞
す
る
利
用
法 

天
龍
峡
の
真
の
溪
谷
美
は
、
之
を
舟
で
下
っ
て
始
め
て
味
わ
う
事
が
出
来
る
。
一
片
の
給
舟

に
身
を
託
し
、
両
岸
の
峻
峰
相
對
呀
、
奇
嚴
相
迫
る
中
を
下
り
、
或
い
は
深
潭
碧
淵
に
幽
遂
［
ゆ

う
す
い
］
情
を
掬
し
、
或
い
は
飛
沫
を
浴
び
て
激
海
を
下
り
、
其
の
男
性
的
爽
快
さ
を
味
得
す
る

に
非
ざ
れ
ば
、
天
龍
峡
の
真
の
生
き
た
渓
谷
美
は
分
か
ら
な
い
。
そ
れ
に
は
誰
も
が
容
易
に
船

に
乗
り
え
る
様
な
設
備
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
の
和
船
は
、
金
持
ち
文
人
等
特
殊
の

人
に
は
喜
ば
れ
る
も
、
空
船
を
上
す
に
多
大
の
日
数
を
要
す
る
為
、
其
の
賃
金
高
価
で
あ
っ
て

民
衆
的
と
は
い
え
な
い
。
そ
の
為
に
は
、
従
来
の
船
に
変
え
る
に
発
動
機
船
又
は
プ
ロ
ペ
ラ
船

等
の
遊
覧
船
を
以
て
し
、
自
由
に
溪
谷
を
上
下
し
う
る
様
に
し
、
低
価
な
る
賃
金
を
以
て
一
般

に
利
用
せ
し
む
る
様
に
す
る
。
こ
と
に
近
い
将
来
に
お
い
て
水
力
電
気
工
事
の
為
、
下
流
に
お

い
て
一
大
堰
堤
築
造
の
計
画
あ
る
ゆ
え
、
そ
れ
が
完
成
の
暁
に
は
、
其
の
上
流
約
三
里
の
間
は
、

急
流
変
じ
て
細
長
い
一
大
湖
水
状
の
も
の
と
な
り
、
樹
木
の
緑
の
線
と
水
の
線
と
が
相
接
す
る

に
至
り
一
層
の
幽
遂
と
雄
大
さ
を
増
す
と
共
に
、
発
動
機
船
プ
ロ
ペ
ラ
船
の
上
下
も
自
由
と
な

399 
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り
、
船
遊
び
に
は
一
層
好
適
の
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
只
一
部
其
の
湖
航
困
難
な
る
激
流
に

は
、
突
出
せ
る
各
岩
角
よ
り
丈
夫
な
る
マ
ニ
ラ
麻
縄
又
は
棕
梠
縄
を
流
し
置
き
、
次
々
と
其
細

を
頼
っ
て
湖
航
し
う
る
様
に
す
る
。
細
は
竿
先
の
ト
ピ
で
容
易
に
引
揚
げ
て
手
に
し
う
る
も
の

で
あ
る
。
濁
逸
の
ラ
イ
ン
河
の
激
流
部
に
は
鎖
汽
船
な
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
急
流
中
に
鐵

鎖
を
流
し
置
き
、
汽
船
は
そ
れ
を
噛
み
つ
つ
湖
航
す
る
方
法
な
る
も
、
か
か
る
方
法
は
大
汽
船

に
適
し
、
天
龍
峡
の
如
き
小
船
を
用
い
る
も
の
に
は
寧
ろ
前
の
流
細
を
適
当
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
て
、
電
車
或
い
は
自
動
車
と
の
連
絡
切
符
、
或
い
は
定
期
乗
船
券
等
発
売
し
、
遊
覧

客
を
し
て
便
利
に
遊
ば
し
め
、
一
日
も
長
く
こ
の
地
に
滞
在
せ
し
む
る
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

荷
遊
覧
船
の
繋
留
並
に
発
着
の
場
所
と
し
て
生
島
は
適
当
な
場
所
の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た
将
来

に
お
い
て
は
水
力
電
気
の
堰
堤
ま
で
を
一
帯
の
天
龍
峡
遊
覧
区
域
と
な
し
、
其
れ
ま
で
水
上
即

ち
人
工
湖
水
上
に
は
上
記
の
遊
覧
船
或
い
は
貸
ボ
ー
ト
の
設
備
を
な
す
は
勿
論
、
水
泳
場
、
水

亭
、
養
魚
、
各
種
の
遊
漁
、
其
の
他
の
水
面
並
に
水
景
利
用
の
施
設
を
な
し
、
更
に
両
岸
の
山
嶽

や
溪
谷
に
関
し
夫
々
適
当
の
設
備
を
な
し
、
野
獣
園
、
山
林
公
園
、
山
岳
園
等
を
作
る
必
要
あ
る

も
、
そ
れ
等
は
貯
水
池
の
出
来
上
が
っ
た
後
に
計
画
す
る
が
適
当
で
あ
る
故
、
今
回
の
設
計
に

は
こ
れ
を
省
略
す
る
も
の
で
あ
る
。
只
天
然
式
鹿
園
に
つ
い
て
は
参
考
の
為
後
に
述
べ
る
こ
と
、

す
る
。 二

、
両
岸
よ
り
溪
谷
の
美
を
観
賞
す
る
利
用
法 

即
ち
之
は
道
路
に
沿
っ
て
溪
谷
の
美
を
賞
翫
す
る
も
の
で
あ
る
。
お
よ
そ
公
園
或
い
は
風
景

地
に
お
い
て
て
最
も
大
切
な
も
の
は
道
路
で
あ
る
。
路
線
の
設
け
方
如
何
に
よ
っ
て
、
鑑
賞
享

楽
の
気
分
の
大
半
が
左
右
せ
ら
れ
る
と
い
っ
て
差
支
え
な
い
。 

ま
ず
第
一
に
必
要
な
事
は
道
路
を
回
遊
的
に
設
け
る
事
で
あ
る
。
往
く
時
に
或
る
一
つ
の
道

を
行
け
ば
帰
り
に
は
他
の
道
を
探
る
様
に
し
、
進
む
に
つ
れ
絶
え
ず
緩
化
が
あ
っ
て
、
行
客
を

し
て
あ
ぐ
ま
し
め
ざ
る
様
に
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
に
公
園
道
路
と
し
て
の
特
長
が
あ
り
意
義

が
存
す
る
。
し
か
る
に
現
在
天
龍
峡
に
遊
ぶ
者
の
多
く
は
梶
屋
山
、
金
比
羅
山
を
経
て
天
龍
峡

公
園
に
至
る
。
し
か
し
て
更
に
対
岸
の
龍
角
峰
の
景
を
観
ん
と
す
る
者
は
、
天
龍
峡
公
園
よ
り

同
一
の
道
を
引
返
し
、
姑
射
橋
を
く
り
て
対
岸
に
渡
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
て
龍
角

峰
か
ら
再
び
同
一
の
帰
路
に
よ
っ
て
宿
舍
に
帰
る
の
で
あ
る
。
之
は
適
当
の
位
置
に
橋
を
一
つ

架
け
る
事
に
よ
っ
て
、
容
易
に
認
遊
的
に
す
る
事
が
出
来
る
。
そ
れ
に
は
将
来
、
天
龍
峡
公
園
付

近
よ
り
対
岸
へ
鉄
道
開
通
の
念
の
鉄
橋
架
設
の
計
書
あ
る
ゆ
え
、
其
の
実
現
の
場
合
に
、
鉄
橋

に
附
属
せ
し
め
て
其
の
一
方
の
側
に(

上
流
の
方)

幅
一
間
位
余
分
に
橋
桁
を
出
し
、
板
橋
を
張

り
出
し
、
以
て
步
行
専
用
の
も
の
と
す
れ
ば
よ
い
。
こ
れ
は
早
く
よ
り
鉄
道
に
交
渉
し
て
置
く

必
要
が
あ
る
。
し
か
し
て
そ
れ
ま
で
は
、
現
在
下
流
の
二
三
の
箇
所
に
お
い
て
行
か
れ
て
い
る

如
く
、
比
較
的
水
勢
緩
な
る
適
当
の
位
置
に
、
対
岸
か
ら
対
岸
へ
丈
夫
な
針
金
を
張
り
、
そ
れ
に

よ
っ
て
船
を
渡
す
様
に
す
る
も
一
案
で
あ
る
。
こ
れ
の
回
遊
道
路
の
主
な
る
も
の
に
二
つ
あ
る
。 

（
イ
）
渓
谷
に
沿
っ
た
峰
通
り
の
道 

姑
射
橋
よ
り
梶
尾
山
、
金
比
羅
山
を
経
て
天
龍
峡
公
園
に
至
り
、
鉄
橋
に
よ
り
対
岸
に
渡
り
、

龍
東
線
県
道
に
出
て
、
今
村
公
園
を
通
っ
て
始
射
橋
に
迎
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
姑
射

橋
の
手
前
、
し
ば
ら
く
倉
田
交
地
を
通
る
が
、
之
は
鑑
賞
の
気
分
を
大
い
に
は
ぐ
る
故
、
こ
の
部

分
は
よ
ろ
し
く
森
林
中
を
通
る
渓
谷
沿
い
の
道
を
新
設
す
べ
き
で
あ
る
。 

し
か
し
て
、
か
か
る
遊
覧
地
等
の
、
探
勝
散
策
す
る
為
の
歩
道
は
、
決
し
て
一
定
の
幅
に
す
べ

き
必
要
は
な
い
。
強
い
て
一
定
に
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
自
然
、
岩
を
切
取
っ
た
り
し
て
風
致
を
損

傷
す
る
等
の
恐
れ
が
あ
る
。
そ
れ
故
、
例
え
ば
見
事
に
苔
蒸
し
た
岩
が
あ
っ
て
、
そ
の
上
に
ツ
ツ

ジ
が
咲
い
て
い
る
と
い
う
様
な
大
切
な
所
は
、
成
る
べ
く
そ
の
ま
ま
に
し
、
多
少
狭
け
れ
ば
一

人
で
歩
き
、
広
い
と
こ
ろ
は
二
人
並
ん
で
歩
け
ば
よ
い
。
只
危
険
な
所
は
丈
夫
に
し
て
お
い
て

も
風
雅
な
手
擦
り
又
は
駒
寄
を
作
る
必
要
が
あ
る
。
兎
に
角
、
同
一
幅
員
步
道
を
造
る
と
い
う

の
は
風
景
地
に
お
い
て
は
愚
な
事
で
あ
る
。
即
ち
大
体
四
尺
万
至
一
間
幅
を
定
む
る
も
、
工
事

の
困
難
な
所
は
二
尺
位
で
も
よ
く
、
反
対
に
工
事
の
容
易
な
所
は
六
尺
以
上
に
な
っ
て
も
差
支

え
な
い
。
ど
こ
ま
で
も
自
然
の
地
形
に
従
い
、
景
色
の
良
い
所
を
通
る
様
に
し
、
成
る
べ
く
変
化

多
く
、
遊
覧
に
飽
か
ぬ
様
に
す
る
事
が
大
切
で
あ
る
。 

又
こ
の
道
幅
に
制
限
を
設
け
な
い
と
い
う
事
は
、
道
路
の
建
設
上
、
実
費
用
に
非
常
な
影
響

を
及
ぼ
す
の
で
、
最
小
限
二
尺
位
に
し
て
置
く
と
、
共
費
用
が
大
変
少
な
く
て
済
む
。
又
幽
遂
拘

す
べ
き
と
こ
ろ
、
眺
望
特
に
佳
良
な
る
と
こ
ろ
例
え
ば
垂
竿
、
烏
帽
子
岩
、
龍
角
峰
、
仙
状
磐
、

臨
鷹
崖
芙
蓉
洞
、
烱
々
潭
、
樵
無
洞
、
浴
鶴
岩
等
、
或
は
そ
れ
等
の
観
賞
場
所
へ
は
特
に
支
道
を

造
り
、
分
れ
道
に
は
「
此
先
何
町
、
天
龍
峡
十
勝
の
一
、
何
々
岩
、
眺
望
佳
し
」
な
ど
と
記
し
た

指
道
標
を
立
て
て
置
く
。
此
等
の
支
道
は
幅
二
尺
乃
至
四
尺
位
で
十
分
で
あ
る
。 

又
道
路
を
強
い
て
真
直
に
つ
け
る
の
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
普
通
の
道
路
は
真
直
で

平
坦
で
、
而
も
最
短
距
離
を
選
ぶ
の
が
原
則
で
あ
る
が
、
風
景
地
に
於
い
て
は
、
真
直
な
一
本
道

で
あ
る
と
、
ず
っ
と
奥
迄
行
つ
て
も
其
景
色
は
同
じ
こ
と
だ
と
云
う
観
念
が
頭
に
這
入
っ
て
し

400 
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ま
う
故
、
反
対
に
成
る
べ
く
長
く
曲
っ
た
走
蛇
形
に
造
る
の
が
望
ま
し
い
。
之
は
啻
に
昇
透
し

を
防
ぎ
景
勝
地
を
廣
く
見
せ
る
許
り
で
な
く
、
光
線
に
對
す
る
方
向
を
発
ず
る
偽
色
彩
の
変
化

を
生
じ
、
景
の
単
調
を
破
る
效
が
あ
る
。 

而
し
て
曲
り
角
の
道
は
、
曲
っ
た
角
の
中
に
樹
木
殊
に
下
枝
の
上
ら
な
い
灌
木
類
を
自
然
状

に
密
植
し
、
突
切
り
道
の
出
来
る
の
を
防
ぐ
樣
に
す
る
。
殊
に
電
光
状
の
曲
り
道
を
上
下
の
道

か
ら
見
通
せ
る
と
、
必
ず
突
切
り
道
が
出
る
。
突
切
り
道
が
出
来
て
い
る
と
、
誰
も
本
道
を
通
ら

な
く
な
り
、
そ
の
為
其
處
の
風
致
が
荒
ら
さ
れ
る
事
に
な
る
故
、
か
か
る
曲
り
角
の
と
こ
ろ
は

餘
程
注
意
が
必
要
で
あ
る
。 

次
に
道
の
廣
い
所
、
眺
望
の
良
い
所
、
涼
し
い
樹
蔭
、
或
は
清
水
の
湧
き
出
て
い
る
所
等
に
は

腰
掛
を
置
き
、
休
息
の
便
に
供
す
る
。
こ
の
腰
掛
も
成
る
べ
く
自
然
的
の
も
の
が
よ
い
。
倒
れ
た

大
木
の
上
を
少
し
削
っ
た
も
の
な
ど
は
野
趣
が
あ
っ
て
面
白
い
。
或
は
枯
れ
た
樹
の
根
株
を
腰

掛
に
利
用
す
る
の
も
、
周
囲
と
よ
く
調
和
し
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。
併
し
、
注
文
通
り
の
所
に
樹

が
倒
れ
て
い
た
り
樹
が
枯
れ
て
い
た
り
す
る
事
は
滅
多
に
あ
る
も
の
で
な
い
故
、
か
か
る
場
所

に
は
枯
木
や
倒
れ
木
を
持
っ
て
来
て
利
用
す
る
。
又
適
当
な
自
然
石
の
あ
る
場
合
に
は
そ
れ
を

腰
の
掛
け
ら
れ
る
様
僅
か
に
加
工
し
て
利
用
す
る
。
飽
く
迄
自
然
と
の
調
和
を
考
え
て
行
う
べ

き
で
あ
る
。 

（
ロ
）
渓
沿
い
の
探
勝
道
路 

こ
れ
は
現
在
船
頭
が
船
を
曳
い
て
上
る
時
に
歩
く
道
を
利
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
い

て
こ
れ
は
普
通
の
道
路
の
ご
と
き
人
工
的
の
も
の
と
は
全
然
趣
を
異
に
し
、
あ
る
い
は
岩
を
攀

［
よ
］
じ
、
あ
る
い
は
岩
の
間
を
這
い
つ
つ
進
む
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
危
険
の
恐
れ
な

き
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
現
在
步
け
る
と
こ
ろ
は
そ
の
ま
ま
と
し
、
滑
る
様

な
と
こ
ろ
は
少
し
岩
を
削
っ
て
足
場
を
作
り
、
又
断
崖
の
所
等
に
は
大
小
の
石
を
適
当
に
置
い

て
足
場
を
作
る
。
こ
の
場
合
露
骨
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
使
用
は
厳
禁
で
あ
る
。
も
し
水
が
出
て

石
が
流
れ
る
心
配
の
あ
る
と
こ
ろ
は
、
下
の
方
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
る
の
は
よ
い
が
、
外

か
ら
見
え
な
い
様
に
す
る
事
が
絶
対
に
必
要
で
あ
る
。 

し
か
し
て
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ(

イ)

の
峰
通
り
の
路
と
連
絡
す
る
た
め
の
支
道
を
造
り
、
ど
れ

か
ら
ど
れ
へ
行
く
も
自
由
に
す
べ
き
で
あ
る
。
要
所
要
所
に
指
導
標
を
設
け
る
事
は
同
様
で
あ

る
。 そ

の
他
天
龍
峡
公
園
等
に
食
料
そ
の
他
の
も
の
を
運
搬
す
る
た
め
の
自
動
車
道
路
を
設
く
る

は
差
し
支
え
な
き
も
、
こ
れ
は
風
景
の
利
用
に
は
関
係
な
く
、
た
だ
便
利
の
た
め
の
も
の
で
あ

っ
て
、
風
景
探
勝
の
た
め
に
必
要
な
も
の
は
上
述
の
二
つ
で
あ
る
。 

第
二 

局
部
の
施
設
そ
の
他
注
意
事
項 

一
、
天
然
植
物
園 

天
然
に
多
種
類
の
雑
木
が
生
え
て
い
て
、
し
か
も
相
当
平
坦
な
土
地
に
、
天
然
植
物
園
を
設

け
、
当
地
方
に
生
育
す
べ
き
も
の
で
不
足
す
る
も
の
は
こ
と
ご
と
く
こ
れ
を
植
え
付
け
、
こ
こ

へ
来
れ
ば
こ
の
地
方
全
部
の
樹
種
を
知
り
得
る
よ
う
に
す
る
。
こ
の
度
調
査
し
た
範
囲
內
に
お

い
て
は
、
梶
屋
山
一
帯
が
適
当
と
考
え
ら
れ
る
も
、
な
お
こ
れ
以
上
に
適
当
な
と
こ
ろ
が
あ
れ

ば
、
そ
こ
に
設
け
る
に
少
し
も
異
論
な
い
も
の
で
あ
る
。 

そ
の
植
え
付
け
法
は
、
現
在
の
樹
林
は
な
る
べ
く
そ
の
ま
ま
と
し
、
空
地
を
選
ん
で
自
然
的

に
植
え
付
け
、
遊
覧
客
を
し
て
お
の
ず
か
ら
森
林
内
を
散
策
す
る
意
向
を
生
ぜ
し
め
、
そ
の
間

に
不
知
不
識
樹
名
を
覚
え
し
む
る
様
に
す
る
。
し
か
し
て
各
樹
木
に
は
幅
三
寸
五
分
長
さ
五
寸

位
の
亜
鉛
板
に
白
ペ
ン
キ
を
塗
り
、
黒
ペ
ン
キ
で
俗
名
、
学
名
、
ラ
テ
ン
名
用
途
等
を
記
し
、
こ

れ
を
步
道
に
向
か
え
る
目
通
り
の
高
さ
に
、
直
径
三
寸
以
上
の
大
木
に
は
細
釘
で
打
付
け
、
小

木
に
は
鉄
線
で
幹
ま
た
は
枝
に
緩
く
吊
し
、
鉄
線
の
幹
枝
に
縊
［
く
び
］
れ
な
い
様
に
し
て
置

く
。
な
お
特
に
老
大
な
る
も
の
あ
る
い
は
貴
重
な
る
樹
種
に
は
、
名
札
の
少
々
大
な
る
も
の
を

用
い
、
こ
れ
に
そ
の
樹
の
直
径
、
高
さ
、
材
積
等
を
も
記
し
て
置
く
。 

な
お
同
一
樹
種
の
多
数
天
生
せ
る
場
所
に
は
、
こ
れ
を
間
伐
し
て
そ
の
間
に
不
足
樹
種
を
植

え
付
く
べ
き
も
、
初
め
の
間
は
ま
ず
そ
の
樹
下
に
植
え
付
け
置
き
、
そ
の
活
着
安
全
と
な
る
を

待
っ
て
上
木
を
伐
採
す
る
様
に
す
る
。 

ま
た
園
内
道
路
の
両
側
の
広
場
に
は
腰
掛
等
を
配
置
し
て
置
く
。
殊
に
梶
屋
山
に
は
ツ
ツ
ジ

が
多
い
ゆ
え
、
雑
草
を
刈
っ
て
ツ
ツ
ジ
を
刈
り
出
す
様
に
す
る
。
ま
た
四
阿
等
も
適
宜
配
置
す

る
が
よ
い
。 

二
、
天
然
式
鹿
園 

将
来
堰
堤
が
で
き
、
利
用
範
囲
が
増
す
時
は
、
下
流
に
お
け
る
適
常
な
谷
間
に
天
然
式
鹿
園

を
設
け
る
。
鹿
園
と
し
て
は
、
南
西
ま
た
は
南
東
の
山
腹
で
、
道
路
に
沿
っ
た
一
帯
の
樹
林
、
特

に
松
ま
た
は
雑
木
の
林
で
谷
水
の
あ
る
所
等
が
適
当
で
あ
る
。
な
る
べ
く
は
断
崖
絶
壁
等
で
囲

ま
れ
、
柵
囲
い
な
ど
し
な
い
で
、
そ
こ
に
鹿
が
天
然
に
棲
息
し
て
い
る
様
に
造
る
の
が
理
想
で

あ
る
が
、
も
し
必
要
な
部
分
に
柵
囲
い
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
高
さ
七
尺
、
下
半
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部
は
一
寸
目
位
の
金
網
に
し
、
そ
の
上
に
は
刺
付
き
鉄
條
を
四
五
本
張
り
、
六
尺
置
位
に
縦
に

編
ん
で
置
く
。
し
か
し
て
初
め
は
牡
鹿
一
頭
牝
鹿
二
三
頭
を
放
養
す
る
。
然
る
時
は
数
年
に
し

て
数
十
頭
に
増
加
す
る
で
あ
ろ
う
。
食
料
は
林
内
の
雑
草
木
の
実
で
、
不
足
の
場
合
に
は
芋
屑
、

豆
腐
か
ら
、
青
木
葉
、
雑
草
等
を
与
え
、
ま
た
一
週
一
回
位
食
塩
を
与
え
る
。
鹿
園
內
は
松
の
老

林
の
下
に
中
大
の
雑
木
を
有
す
る
林
相
に
導
く
の
が
望
ま
し
い
。
雑
木
の
樹
は
、
ハ
シ
バ
ミ
、
カ

シ
、
ナ
ラ
、
シ
ヒ
、
ク
ヌ
ギ
、
コ
ナ
ラ
、
ア
カ
チ
ア
、
ネ
ム
、
そ
の
他
そ
の
果
実
や
新
芽
を
鹿
が

好
む
樣
な
樹
種
を
用
い
る
。
か
か
る
野
獣
園
を
設
け
る
事
は
、
利
用
少
な
き
土
地
を
巧
み
に
利

用
す
る
一
つ
の
方
法
で
あ
る
が
、
ま
た
か
か
る
一
寸
し
た
設
備
が
い
た
く
遊
覧
客
の
興
を
惹
く

も
の
で
あ
る
。
殊
に
子
供
が
非
常
に
喜
ぶ
も
の
で
あ
る
。
な
お
こ
の
区
域
を
禁
猟
区
に
す
る
事

は
勿
論
で
あ
る
。 

三
、
パ
ノ
ラ
マ
台 

今
村
公
園
は
こ
の
付
近
で
の
最
高
地
で
あ
る
。
さ
れ
ば
こ
こ
に
パ
ノ
ラ
マ
台
を
設
備
す
る
。

こ
れ
は
四
阿
風
の
も
の
を
設
け
、
そ
の
天
井
ま
た
は
小
壁
の
間
、
も
し
く
は
中
央
部
備
付
の
台

の
上
に
、
周
囲
の
実
景
見
収
図
を
描
き(

假
令
肉
眼
に
て
望
見
し
得
ず
と
も
著
名
な
る
山
水
風
物

は
そ
の
方
向
に
一
致
せ
し
め
て
併
せ
記
入
す
る
こ
と)
名
称
を
一
々
記
入
し
て
、
景
と
図
と
彼
我

対
照
し
て
一
目
瞭
然
た
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
か
か
る
趣
好
も
ま
た
遊
覧
者
に
特
別
の
興
味

を
起
こ
し
む
る
と
同
時
に
、
児
童
に
対
し
て
は
地
理
教
育
の
一
助
と
な
る
も
の
で
あ
る
。 

四
、
道 

梶
屋
山
を
上
下
す
る
現
在
の
道
は
急
峻
に
過
ぎ
る
ゆ
え
、
修
築
す
る
必
要
が
あ
る
。
も
し
修

築
の
余
地
な
き
時
は
、
丸
太
を
置
き
階
段
状
に
す
る
。
道
幅
も
出
来
れ
ば
三
尺
位
に
し
た
い
も

の
で
あ
る
。 

五
、
植
樹
帯 

田
尻
稲
荷
付
近
は
一
面
の
水
田
で
何
等
森
林
な
き
た
め
、
梶
屋
山
と
金
比
羅
山
と
の
景
色
が

こ
こ
で
中
断
さ
れ
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
や
は
り
水
田
の
前
面
に
松
、
杉
等
の
植
樹
帯

を
設
け
、
両
者
の
森
林
帯
を
続
け
る
様
に
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
対
岸
か
ら
眺
め
た
時
殊
に

必
要
な
事
で
あ
る
。
も
し
こ
の
水
田
を
菖
蒲
池
等
に
利
用
す
る
場
合
に
は
、
池
の
後
方
に
密
な

植
樹
帯
を
造
る
。 

六
、
御
富
士
山
の
赤
松
及
び
雑
木
の
林 

天
龍
峡
公
園
に
隣
れ
る
御
富
士
山
の
赤
松
及
び
雑
木
の
林
は
公
園
に
取
り
入
れ
、
林
內
を
手

入
し
腰
掛
等
を
配
置
し
て
、
林
間
逍
遙
の
地
と
す
る
こ
と
。
ま
た
将
来
は
、
後
方
の
麦
畑
を
も
公

園
地
と
し
、
こ
こ
に
児
童
遊
戯
場
ま
た
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
を
設
け
る
は
差
し
支
え
な
き
も
、
前

と
同
様
の
理
由
に
よ
り
、
こ
の
部
分
と
現
在
の
公
園
と
の
境
に
は
、
四
五
間
幅
の
植
樹
帯
を
設

け
る
事
が
必
要
で
あ
る
。 

七
、
龍
角
峰 

龍
角
峰
は
本
峡
第
一
の
眺
望
絶
佳
の
地
で
あ
る
。
こ
の
事
を
大
い
に
宣
伝
広
告
し
、
遊
覧
客

を
是
非
対
岸
へ
導
く
様
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
か
ら
上
流
の
方
を
遠
望
す
る
時
、
部
落
、
田
畑
等
が
露
わ
に
見
え
、
峡

が
浅
く
感
ぜ
ら
れ
、
幽
遂
の
威
を
殺
ぐ
事
甚
だ
し
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
丁
度
こ
れ
ら
を
隠
す
位
置
に

生
長
の
早
い
樹
木
を
植
栽
し
、
森
林
を
仕
立
て
一
切
の
無
風
流
な
る
俗
物
を
視
野
か
ら
隠
す
様

に
し
、
い
か
に
も
仙
境
に
あ
る
思
い
を
起
こ
さ
せ
る
事
が
大
切
で
あ
る
。
な
お
下
流
の
桑
畑
の

あ
る
一
帯
の
崖
地
に
も
、
松
、
杉
、
檜
等
を
植
栽
し
て
桑
畑
を
隠
す
様
に
す
る
。 

八
、
今
村
公
園 

今
村
公
園
か
ら
対
岸
を
望
む
時
、
天
龍
峡
公
園
を
眼
下
に
見
下
し
得
る
も
、
天
龍
峡
公
園
か

ら
こ
ち
ら
を
眺
め
て
も
、
只
一
帯
の
森
林
で
、
ど
こ
が
今
村
公
園
か
分
か
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
今

村
公
園
に
招
き
用
の
旗
を
立
て
る
。
か
く
す
る
時
は
、
こ
の
旗
を
望
み
、
あ
そ
こ
が
今
村
公
園

で
、
あ
そ
こ
へ
行
け
ば
バ
ノ
ラ
マ
台
も
あ
る
し
眺
望
も
い
い
と
言
う
の
で
、
思
わ
ず
遊
覧
客
の

足
が
向
く
と
言
う
も
の
で
あ
る
。 

九
、
龍
東
線
県
道 

龍
東
線
県
道
は
、
最
近
山
を
削
り
新
し
く
築
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
山
を
削
っ
た
跡

の
赤
土
が
露
出
し
て
い
て
、
対
岸
か
ら
眺
め
た
時
い
か
に
も
醜
い
。
こ
の
赤
土
の
部
分
に
は
芝

を
張
り
、
ま
た
ツ
ツ
ジ
等
を
植
栽
す
る
。
ま
た
新
し
く
切
っ
た
岩
石
が
白
く
露
出
し
て
い
る
の

は
、
硫
酸
ア
ン
モ
ニ
ア
抔
の
液
を
か
け
る
と
黒
く
錆
び
た
色
に
な
る
。 

十
、
溪
谷
の
風
景
助
長
策 

溪
谷
の
風
景
助
長
策
と
し
て
、
溪
谷
の
岩
の
隙
間
に
は
ツ
ツ
ジ
を
植
栽
し
、
ま
た
溪
沿
い
の

森
林
中
に
は
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
、
あ
る
い
は
モ
ミ
ジ
、
ヤ
マ
ウ
ル
シ
、
ヌ
ル
デ
、
ガ

マ
ズ
ミ
等
の
風
致
木
を
植
栽
す
る
。
ま
た
下
草
は
出
来
る
だ
け
助
長
す
る
樣
に
す
る
。
現
在
で

も
峰
通
り
の
道
路
の
両
側
の
藪
の
中
に
は
ツ
ツ
ジ
多
き
ゆ
え
こ
れ
ら
は
刈
り
出
す
樣
に
す
る
。

特
に
ツ
ツ
ジ
の
多
い
所
に
は
、
な
お
多
く
の
ツ
ツ
ジ
を
捕
植
し
て
ツ
ツ
ジ
の
名
所
を
作
り
、
ま
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た
適
当
な
所
に
ヤ
マ
ブ
キ
、
ハ
ギ
等
を
植
栽
し
て
ヤ
マ
ブ
キ
の
名
所
、
ハ
ギ
の
名
所
を
作
り
、
各

局
部
に
特
徴
を
発
揮
せ
し
む
る
事
が
大
切
で
あ
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
か
か
る
風
景
助
長
の
た
め
手
を
加
え
る
に
当
た
っ
て
も
、
天
然
に
そ
こ
に

桜
が
生
え
ツ
ツ
ジ
が
出
来
た
と
言
う
風
に
、
自
然
的
に
植
栽
す
る
事
が
必
要
で
、
い
か
に
も
人

工
を
以
て
し
た
と
言
う
感
を
与
え
な
い
樣
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

十
一
、
釣
遊
び 

溪
谷
の
あ
る
部
分
を
遊
覧
客
の
釣
遊
び
に
提
供
す
る
。
溪
谷
の
あ
る
部
分
を
遊
覧
客
の
釣
遊

び
に
提
供
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
区
域
内
に
お
い
て
は
個
人
の
川
漁
を
禁
ず
る
必
要
が
あ
る
。 

十
二
、
指
導
標 

道
路
の
分
岐
点
、
そ
の
他
迷
い
易
い
と
こ
ろ
に
指
導
標
を
設
け
、
ま
た
休
息
に
適
し
た
所
に

腰
掛
、
四
阿
を
置
く
事
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
休
息
所
に
は
必
ず
屑
箱
を
備
え

付
け
、
付
近
を
清
潔
に
保
た
し
め
る
。 

十
三
、
休
息
所 

景
色
の
優
れ
た
所
、
眺
望
の
良
い
所
に
、
営
業
的
の
茶
店
を
置
く
の
は
嚴
禁
で
あ
る
。
か
か
る

場
所
は
ま
ず
第
一
に
民
衆
に
開
放
す
べ
き
で
、
腰
掛
、
四
阿
等
を
設
け
、
一
般
民
衆
に
無
料
休
息

所
と
し
て
提
供
す
べ
き
で
あ
る
。 

な
お
茶
店
に
は
、
す
ぐ
眼
に
つ
く
と
こ
ろ
に
定
価
表
を
掲
げ
さ
す
こ
と
。 

十
四
、
便
所 

廻
遊
道
路
に
沿
っ
た
所
々
に
便
所
を
設
け
る
事
が
必
要
で
あ
る
。
便
所
は
岩
蔭
と
か
樹
立
の

蔭
と
か
あ
る
い
は
道
路
か
ら
一
段
下
っ
た
藪
の
蔭
等
に
造
り
、
道
路
か
ら
露
わ
に
見
え
な
い
樣

に
し
、
只
立
札
で
そ
の
所
在
を
示
す
事
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
適
当
な
庇
蔽
物
の
な
い
場
合
に
は
、

そ
の
周
囲
を
常
緑
樹
で
植
潰
す
。
ま
た
茶
店
の
あ
る
所
で
は
そ
の
茶
店
の
便
所
を
公
衆
と
共
同

に
使
用
す
る
樣
に
す
る
が
よ
い
。 

十
五
、
案
内
図 

天
龍
峡
入
口
の
適
当
な
所
に
、
彩
色
入
り
の
天
龍
峡
全
体
の
案
内
図
を
掲
げ
、
主
な
る
名
所

に
至
る
距
離
等
を
記
入
し
て
置
く
。 

十
六
、
天
龍
峡
名
物 

天
龍
峡
名
物
の
発
揮
に
努
め
る
。
こ
れ
は
保
勝
会
な
ど
で
研
究
し
て
や
る
が
よ
い
。
名
物
は

遊
覧
客
を
慰
む
る
上
、
当
地
の
紹
介
と
も
な
り
、
ま
た
地
方
の
経
済
に
資
す
る
事
大
な
る
も
の

で
、
決
し
て
等
閑
に
付
し
難
き
も
の
で
あ
る
。 

付 

老
樹
名
木
に
つ
い
て 

当
地
方
に
は
老
樹
が
な
か
な
か
多
い
。
そ
の
著
し
い
も
の
を
挙
げ
れ
ば
、
天
龍
峡
駅
付
近
の

ネ
ズ
ミ
サ
シ
の
大
木(

目
通
周
囲
一
丈
一
尺
、
高
さ
十
五
間
余
、
村
有
、
現
在
愛
染
明
王
を
祀
る)

早
稲
田
神
社
の
杉(

目
通
周
囲
二
丈
八
尺)

田
丸
の
赤
松(

目
通
周
囲
一
丈
三
尺)

等
が
あ
る
。 

由
来
、
老
樹
名
木
は
い
ず
れ
も
そ
の
他
の
由
緒
の
深
き
を
現
わ
し
、
延
べ
て
愛
鄕
心
、
愛
国
心

の
源
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
人
あ
る
い
は
言
わ
ん
、
愛
鄕
心
な
ど
と
言
う
、
女
々
し
く
も
一
村
一

鄕
を
愛
す
る
ご
と
き
小
さ
な
事
は
止
し
た
方
が
よ
い
。
吾
々
は
愛
国
心
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、

宜
し
く
日
本
帝
国
を
愛
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
。
言
一
理
あ
る
が
ご
と
き
も
実
は
然
ら
ず
。
彼
の
有

名
な
ベ
ッ
ク
博
士
の
言
葉
に
も
「
故
鄕
の
天
然
物
に
対
す
る
愛
は
実
に
愛
鄕
心
の
根
本
に
し
て
、

ま
た
延
べ
て
愛
国
心
の
淵
源
な
り
」
と
言
わ
れ
た
る
ご
と
く
、
自
分
の
一
村
一
鄕
を
愛
す
る
心

の
あ
る
人
に
し
て
始
め
て
完
全
な
る
愛
国
心
が
起
り
得
る
の
で
あ
る
。
愛
鄕
心
の
な
い
も
の
に

愛
国
心
の
起
こ
る
べ
き
理
由
が
な
い
。
殊
に
老
樹
名
木
の
多
く
は
、
数
百
年
間
ま
た
は
数
千
年

間
そ
の
地
方
と
歷
史
を
共
に
し
、
社
会
の
栄
枯
盛
衰
、
ま
た
は
英
雄
豪
傑
の
興
っ
た
り
倒
れ
た

り
し
た
年
度
は
、
子
細
に
そ
の
木
の
年
輪
に
刻
み
つ
け
ら
れ
、
真
に
こ
れ
が
生
き
た
紀
念
碑
を

な
す
も
の
で
、
最
も
能
く
そ
の
地
方
の
歷
史
を
連
想
す
る
事
が
出
来
る
。
い
わ
ん
や
林
業
上
、
将

来
ま
た
一
般
植
物
学
上
に
お
い
て
も
、
そ
の
木
が
そ
の
地
方
に
適
す
る
や
否
や
、
い
か
な
る
大

き
さ
、
い
か
な
る
形
状
に
生
長
す
る
や
と
言
う
事
を
知
る
事
、
そ
の
外
種
々
学
術
的
研
究
上
の

標
本
と
し
て
も
、
極
め
て
必
要
な
も
の
で
あ
る
に
お
い
て
を
や
。 

人
も
し
こ
れ
ら
老
樹
名
木
の
下
に
立
っ
て
静
か
に
思
い
を
廻
ら
さ
ん
か
、
春
風
秋
雨
幾
星
霜
、

能
く
寒
暑
霜
雪
と
戦
い
、
い
わ
ゆ
る
不
撓
不
屈
、
巍
然
と
し
て
天
に
冲
し
、
欝
乎
［
う
っ
こ
］
と

し
て
繁
茂
せ
る
森
厳
雄
大
な
る
美
感
に
打
た
れ
、
敬
虔
［
け
い
け
ん
］
の
心
油
然
と
し
て
生
じ
、

お
の
ず
か
ら
雄
大
崇
高
の
感
化
を
受
け
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
て
各
地
方
の
人
民
が
、
こ
の
雄

大
崇
高
な
る
感
化
を
受
く
る
事
は
、
や
が
て
雄
大
崇
高
な
る
国
民
、
す
な
わ
ち
い
わ
ゆ
る
偉
大

な
る
国
民
を
つ
く
る
根
源
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ゆ
え
に
そ
の
地
方
に
お
け
る
老
樹
名
木

は
、
た
だ
に
そ
の
地
方
の
風
致
教
上
、
は
た
学
術
上
等
に
大
な
る
利
益
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
ま
た

実
に
偉
大
な
る
帝
国
の
建
設
上
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。 

当
地
方
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
老
樹
名
木
を
大
切
に
せ
ら
れ
ん
事
を
切
に
希
望
す
る
次
第
で
あ

る
。 
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【
後
記
】 

自
分
と
生
き
る
時
代
の
違
う
人
間
が
、
同
じ
よ
う
に
美
し
い
と
感
じ
る
景
観
を
作
り
出
し
た

こ
と
に
感
動
し
た
。（
北
原
） 

自
然
を
生
か
し
共
生
し
て
い
く
こ
と
は
昔
か
ら
変
わ
ら
ず
、
人
と
し
て
大
切
に
す
べ
き
で
あ

り
、
忘
れ
て
は
い
け
な
い
こ
と
だ
と
感
じ
た
。（
渡
邉
） 

本
多
静
六
が
携
わ
っ
た
公
園
の
設
計
か
ら
は
こ
だ
わ
り
を
感
じ
た
。（
小
池
） 

現
代
語
訳
を
し
た
こ
の
利
用
案
を
多
く
の
人
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
。（
斎
藤
） 

本
稿
の
位
置
付
け
は
、
別
稿
「
本
多
静
六
と
関
連
す
る
長
野
県
内
の
公
園
・
温
泉
地
・
風
景
地

の
計
画
書
の
目
録
お
よ
び
現
代
的
価
値
」
に
記
し
た
。
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。（
横
関
） 
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